
薬医門をくぐると左側に本堂が見える

大日寺大栗山
花蔵院

薬医門徳島県文化の森総合公園

以前は向かいの一宮神社との
間に道路はなく、山門が２つの
境となっていたが、道路の開通
により山門がなくなってしまっ
た。それを復元してできたのが、
平成18年（2006）に完成した
薬医門だ。屋根の中心が前方
寄りになっているのが特徴で、
武家や医家の門として用いら
れることが多く、山門としては珍
しい。

しあわせ観音

門を入って正面には、合掌して
いる両手の形の厨子に納められ
た「しあわせ観音」が建ってい
る。色鮮やかな衣を身にまとい、
蓮を手にした美しい観音像で、
しあわせを願ってお祈りすると
良い事があるといわれている。
しあわせ観音の裏側には小さな
池があり、竜王像を取り囲むよう
に七福神像が建っている。

園瀬川を見下ろす緑豊かな丘
陵地に位置する、自然に包まれ
た総合文化施設。徳島県立21
世紀館を核に、博物館、鳥居龍
蔵記念博物館、近代美術館、
図書館、文書館などの県の文
化施設が立ち並ぶ。周囲には
それぞれの文化施設と関連す
るテーマを持った公園や森林
が広がり、自然を楽しみながら
遊歩道を散策することもできる。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

徳島県徳島市八万町向寺山
大日寺から東へ7.3km
088・668・1111
9:30～17:00（図書館は平日のみ～19:00）
月曜（祝日の場合は翌日）、図書館・文書館
は、毎月第3木曜も休館、12/29～1/4
博物館、鳥居龍蔵記念博物館、近代美術館
の入館は大人200円

休

料

第13番 大日寺
●徳島県徳島市一宮町西丁263   
☎088-644-0069
●宿坊／あり（要予約）

第14番 常楽寺
●徳島県徳島市国府町延命606 
☎088-642-0471
●宿坊／なし

　弘仁６年（８１５）、四国を巡錫中の弘法大師
が鮎喰川を挟んで対岸にある「大師ヶ森」で
護摩修法を行っていると、空中に紫雲とともに
大日如来が出現。「この地は霊地なり、心あら
ば一宇を建立せよ」と告げられた。それを目に
した大師はさっそく大日如来を刻んで本尊と
し、堂宇を建てて安置した。寺名もこのことにち
なんでつけられたものだ。後に阿波の総鎮守で
ある一宮神社が建てられた時には別当寺とな
り、管理にあたっていた。明治時代の神仏分離
令により、一宮神社にあった行基作といわれる
十一面観世音菩薩は大日寺に移され本尊とな
り、もとの本尊である大日如来を脇侍仏とした。

　道を挟んで向かい側は一宮神社。薬医
門を入ると左手に本堂があり、門から右手、
本堂の正面が大師堂となる。弘法大師が建
立した本堂は天正年間（１５７３～１５９２）
の兵火により焼失してしまったため、現在の
堂宇は明治時代に再建されたものだ。本堂
前でやさしい笑みをたたえ、右手をあげて
座っているのは撫で仏のおびんずる様で、
願いを唱えながら撫でると叶えられるといわ
れている。客殿は平成６年（１９９４）に総檜
造りの２階建てに建て替えられたもの。宿坊
も備えられており、遍路で疲れた体を心地良
く癒やしてくれる。
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第13番
おおぐりざん　けぞういん　だいにちじ

一宮の本尊を祀るかつての別当寺

御詠歌／阿波の国一の宮とはゆうだ
すきかけて頼めやこの世のちの世
本尊／十一面観世音菩薩
真言／おん まか きゃろにきゃ そわ
か
宗派／真言宗大覚寺派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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親しみやすい境内には地元の参拝客も多い
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